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お
よ
そ
六
年
半
と
い
う
短
命
で
あ
り
な
が
ら
、
凝
縮
し
た
一
生
を
終
え
た
博
物
館

が
あ
っ
た
。
満
洲
国
国
立
中
央
博
物
館
（
以
下
、
国
立
中
央
博
物
館
と
称
す
る
）
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
紛
れ
も
な
く
日
本
人
が
創
設
し
た
博
物
館
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
日

本
の
博
物
館
学
は
こ
れ
を
ま
っ
た
く
等
閑
視
し
、
ま
た
直
接
の
関
係
者
も
寡
黙
だ
っ

た
た
め
、
評
価
・
分
析
き
れ
る
機
会
も
内
容
も
勢
い
限
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
遣

さ
れ
た
記
録
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
日
本
博
物
館
発
達
史
上
に
お
け
る
同
館
の
重
要

性
が
注
意
き
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
点
を
予
察
的
に
示
し
な
が
ら
、
こ
の
間
検
証

を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

き
て
今
回
は
、
国
立
中
央
博
物
館
の
展
示
活
動
を
め
ぐ
り
、
特
に
新
京
本
館
大
経

路
展
示
場
（
以
下
、
大
経
路
展
示
場
ま
た
は
展
示
場
と
称
す
る
）
を
概
観
し
て
そ
の

性
格
を
覚
え
書
き
し
、
こ
れ
ま
で
の
作
業
の
一
部
と
し
た
い
。

は
じ
め
に 満

洲
国
国
立
中
央
博
物
館
の
展
示
活
動

Ｉ
新
京
本
館
大
経
路
展
示
場
の
場
合
Ｉ

大
経
路
展
示
場
は
、
満
洲
国
の
首
都
、
新
京
特
別
市
に
設
け
ら
れ
た
最
初
の
博
物

館
施
設
で
あ
る
。
展
示
場
の
あ
っ
た
裕
昌
源
ビ
ル
は
、
旧
長
春
城
内
に
近
接
す
る
長

春
大
街
と
大
経
路
と
の
交
差
点
南
角
に
位
置
す
る
、
平
面
略
逆
Ｌ
字
形
の
鉄
筋
造
四

階
建
て
の
建
物
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
百
貨
店
に
す
る
た
め
に
建
設
き
れ
て
い
た
中

国
人
資
本
家
王
荊
山
所
有
の
ビ
ル
で
あ
っ
た
が
、
景
気
悪
化
の
た
め
本
来
目
的
の
利

用
が
果
た
せ
ず
貸
ビ
ル
と
な
り
、
満
洲
労
工
協
会
や
満
洲
炭
砿
株
式
会
社
、
満
洲
航

空
株
式
会
社
な
ど
が
テ
ナ
ン
ト
入
居
し
て
い
た
。
国
立
中
央
博
物
館
も
、
日
中
戦
争

の
進
行
に
と
も
な
う
庁
舎
払
底
と
資
材
不
足
と
に
よ
っ
て
本
庁
舎
建
設
が
困
難
と
な

り
、
一
九
三
九
年
三
月
に
そ
の
一
階
の
三
分
の
二
を
借
用
し
た
。

入
居
当
初
、
国
立
中
央
博
物
館
は
こ
こ
に
篝
備
事
務
所
と
資
料
倉
庫
を
設
け
た
。

こ
の
頃
は
展
示
場
を
別
の
場
所
に
設
け
る
予
定
で
い
た
が
、
一
九
三
九
年
一
○
月
に

な
っ
て
新
京
駅
前
中
央
通
沿
い
の
本
城
ビ
ル
に
事
務
所
を
移
転
し
、
翌
年
一
月
に
は

一
階
全
フ
ロ
ア
を
占
有
、
ざ
ら
に
同
年
三
月
初
旬
、
標
本
整
理
場
を
満
石
ビ
ル
（
蓬

一
大
経
路
展
示
場
の
概
要

㈲
経
過
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展
示
場
と
な
っ
た
裕
昌
源
ビ
ル
一
階
は
、
構
造
的
に
約
四
六
○
㎡
と
約
二
三
○
㎡

の
大
小
二
室
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
出
入
口
を
有
し
て
い
た
。
展
示
場
は
ケ

ー
ス
内
展
示
と
露
出
展
示
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
ケ
ー
ス
内
展
示
は
、
百
貨
店
と

し
て
作
ら
れ
た
こ
の
ビ
ル
が
も
と
も
と
有
し
て
い
た
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
と
、
特
別

注
文
製
作
し
た
ケ
ー
ス
各
種
と
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
特
注
ケ
ー
ス
は
、
大
型

セ
ン
タ
ー
ケ
ー
ス
四
個
、
小
型
セ
ン
タ
ー
ケ
ー
ス
一
五
個
、
ウ
ォ
ー
ル
ケ
ー
ス
一
○

個
、
デ
ス
ク
ケ
ー
ス
一
○
個
、
テ
ー
ブ
ル
ケ
ー
ス
六
個
の
計
四
五
個
で
あ
る
。
す
べ

て
ス
チ
ー
ル
製
で
、
昭
和
製
鋼
所
よ
り
材
料
を
調
達
し
、
熊
平
洋
行
が
製
作
し
た
。

色
調
は
藍
鼠
色
と
し
、
「
形
状
は
ク
ラ
シ
カ
ル
な
の
を
避
け
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
セ
セ

ッ
シ
ョ
ン
を
配
し
、
単
純
で
鞘
モ
ダ
ー
ン
な
も
の
に
し
」
、
「
内
部
に
張
っ
た
布
地
も

ま
た
外
部
の
そ
れ
に
準
じ
た
」
（
一
六
七
頁
）
。
ま
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
、
白
地
に
黒

莱
ビ
ル
）
に
確
保
す
る
過
程
で
、
裕
昌
源
ビ
ル
に
仮
展
示
場
を
開
設
す
る
こ
と
に
な

り
準
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
裕
昌
源
ビ
ル
の
展
示
場
化
は
あ
く
ま
で
仮

の
も
の
と
し
て
始
ま
る
わ
け
だ
が
、
以
後
も
状
況
の
好
転
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

よ
り
本
格
的
な
展
示
場
と
し
て
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
四
○
年
七
月

一
五
日
に
開
場
式
を
お
こ
な
い
、
翌
一
六
日
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
た
。

そ
し
て
公
開
以
後
は
、
確
認
で
き
た
だ
け
で
も
二
度
の
全
面
的
な
展
示
替
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
（
後
述
）
。
特
に
二
度
目
の
展
示
替
は
、
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日

の
第
二
次
開
館
式
と
な
っ
て
結
実
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
奇
し
く
も
第
二
次
世
界

大
戦
に
お
け
る
日
本
敗
戦
の
当
日
と
な
っ
た
。
翌
一
六
日
、
大
経
路
展
示
場
は
反
乱

民
衆
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
満
洲
国
と
と
も
に
終
焉
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

口
展
示
場
の
形
態

色
の
輪
郭
を
め
ぐ
ら
し
、
明
朝
体
風
の
字
体
で
情
報
を
墨
書
し
た
。
当
初
は
印
刷
を

予
定
し
た
が
、
結
果
的
に
専
門
家
の
手
書
き
に
よ
っ
た
と
言
う
。

大
経
路
展
示
場
は
、
国
立
中
央
博
物
館
自
然
科
学
部
の
常
設
展
示
場
と
言
う
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
。
展
示
は
、
Ｉ
動
物
、
Ⅱ
地
理
、
Ⅲ
鉱
物
、
Ⅳ
地
質
、
Ｖ
物
理
の
五

部
構
成
か
ら
な
り
、
先
の
大
小
二
室
を
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
室
（
Ｉ
’
Ⅳ
部
）
、
第
二

室
（
Ｖ
部
）
と
し
た
。
ま
ず
、
動
物
の
部
で
は
、
鳥
類
、
哺
乳
類
の
剥
製
標
本
が
展

示
き
れ
た
ほ
か
、
シ
ベ
リ
ア
ト
ラ
を
配
し
た
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。
地
理

の
部
で
は
満
洲
国
の
大
型
地
形
模
型
や
ホ
ジ
ェ
ン
・
オ
ロ
チ
ョ
ン
・
モ
ン
ゴ
ル
各
族

の
民
俗
資
料
、
白
露
エ
ミ
グ
ラ
ン
ト
農
民
住
宅
切
断
模
型
が
休
憩
室
兼
用
で
展
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
鉱
物
・
地
質
の
部
で
は
約
六
○
○
点
が
展
示
さ
れ
た
が
、
特
に
化

石
標
本
は
国
立
中
央
博
物
館
の
中
核
ゴ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
優
秀
な

標
本
約
一
○
○
点
、
先
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
か
ら
新
生
代
沖
積
世
ま
で
の
層
位
学
に
関
す

る
標
本
約
一
三
○
点
が
展
示
さ
れ
、
ま
と
ま
り
を
見
せ
て
い
た
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ

国
立
博
物
館
は
、
約
五
○
点
の
化
石
お
よ
び
鉱
物
標
本
と
約
三
○
○
余
点
の
文
献
を
、

大
経
路
展
示
場
の
開
設
を
祝
し
て
寄
贈
し
て
き
て
い
た
が
、
こ
の
標
本
の
中
か
ら
も

三
○
余
点
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
満
洲
地
質
調
査
・
研
究
の
先
人
の
遺
品

も
展
示
き
れ
、
科
学
史
的
側
面
を
構
成
し
た
。
そ
し
て
物
理
の
部
で
は
、
電
気
に
関

す
る
実
験
装
置
等
二
二
種
類
が
展
示
さ
れ
、
実
演
や
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
出
品
総
点
数
は
約
一
二
○
○
点
を
数
え
、
こ
の
時
点
で
の
所
蔵
資
料
約
六
○

○
○
○
点
の
う
ち
の
約
五
○
分
の
一
が
公
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
構
成
で
オ
ー
プ
ン
し
た
大
経
路
展
示
場
は
、
以
後
、
部
分
的
な
展

日
展
示
場
の
内
容

一
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示
替
を
随
時
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
二
度
に
わ
た
る
全
面
展
示
替
は
お
お
よ
そ
次
の

よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
一
九
四
二
年
二
月
に
実
施
さ
れ
た
一
度
目
の
展
示
替
に
つ
い
て
、
博
物
館

の
刊
行
物
に
は
記
録
が
な
い
が
、
『
満
洲
新
聞
』
が
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

大
東
亜
戦
争
下
無
敵
皇
軍
の
赫
々
た
る
大
戦
果
ど
よ
め
く
建
国
十
周
年
の
歴
史

的
佳
年
を
慶
祝
し
て
国
立
中
央
博
物
館
で
は
科
学
満
洲
の
実
体
を
表
示
す
る
貴

重
品
を
陳
列
し
日
満
両
国
の
祭
典
に
遠
く
参
加
す
る
東
亜
の
諸
民
族
に
広
く
公

開
す
る
た
め
二
月
四
日
か
ら
休
館
整
理
中
で
あ
っ
た
が
藤
山
副
館
長
、
遠
藤
、

小
林
両
博
士
以
下
館
員
一
同
汗
だ
く
の
奔
走
に
よ
り
二
十
八
日
諸
準
備
全
く
完

了
建
国
節
の
三
月
一
日
午
前
十
時
か
ら
再
開
館
し
た
、
新
陳
列
品
の
主
な
る
も

の
を
あ
げ
る
と
、

（
、
）

第
一
展
示
室
（
博
物
館
）
に
は
満
洲
産
の
哺
乳
動
物
（
大
山
猫
、
イ
タ
チ
ネ

ズ
ミ
、
ウ
サ
ギ
類
、
ペ
ス
ト
を
媒
介
す
る
鼠
類
等
四
十
種
）
興
農
部
寄
贈
満

洲
産
淡
水
魚
類
（
松
花
江
に
棲
息
す
る
テ
ウ
ザ
メ
、
鯉
、
カ
ハ
ザ
メ
等
三
十

種
）
衛
生
技
術
廠
寄
贈
の
満
洲
産
人
体
寄
生
虫
三
十
種
、
満
系
各
種
の
靴
類
、

同
上
流
社
会
の
古
代
衣
服
袋
物
類
百
余
点
、
満
洲
産
有
用
鉱
物
（
含
ニ
オ
フ
、

含
コ
バ
ル
ト
、
チ
ュ
ー
リ
ン
ヂ
ァ
イ
ト
等
二
十
種
類
）

が
あ
り
、
更
に
第
二
展
示
室
（
物
理
室
）
の
ほ
か
新
た
に

植
物
室
を
設
置
、
林
野
局
寄
贈
の
満
洲
産
の
菌
類
（
食
用
菌
、
有
毒
菌
、
木

（
？
。
）

材
寄
生
菌
等
四
十
種
）
満
洲
産
松
柏
植
物
の
幹
材
と
葉
果
実
の
標
本
、
同
□

集
四
十
種
を
季
節
順
に
配
列
し
た
ほ
か
古
代
か
ら
の
動
植
物
の
発
生
模
様
の

図
表

な
ど
が
あ
り
満
洲
国
の
文
化
面
も
漸
く
整
備
充
実
し
た
こ
と
を
力
強
く
物
語
つ

そ
の
第
一
は
立
地
で
あ
る
。
大
経
路
展
示
場
は
、
旧
満
鉄
付
属
地
と
旧
長
春
城
内

と
の
間
に
展
開
し
た
旧
商
埠
地
内
で
も
城
内
に
隣
接
す
る
地
点
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
す
な
わ
ち
、
日
本
人
街
か
ら
の
疎
遠
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
不
備
を
意
味
す
る
と

こ
ろ
と
な
り
、
例
え
ば
、
八
五
○
人
を
招
待
し
た
大
経
路
展
示
場
開
場
式
に
五
二
人

し
か
参
加
せ
ず
、
さ
ら
に
中
国
人
が
日
本
人
の
三
倍
か
ら
四
倍
と
い
う
入
場
者
比
率

と
な
っ
て
現
れ
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
新
京
特
別
市
の
人
口
比
率
に
お

い
て
日
本
人
は
少
数
市
民
で
あ
っ
た
た
め
こ
と
さ
ら
異
常
な
数
字
で
は
な
か
っ
た
が
、

て
ゐ
る

次
に
、
一
九
四
四
年
二
月
以
降
に
実
施
さ
れ
た
二
度
目
の
展
示
替
は
、
市
内
に

分
散
し
て
い
た
事
務
室
（
本
城
ビ
ル
）
と
列
品
貯
蔵
室
（
蓬
莱
ビ
ル
）
を
、
裕
昌
源

ビ
ル
に
移
転
統
合
さ
せ
る
の
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
や
や
時
期
が
さ
か
の
ぼ

る
が
、
「
二
階
を
展
示
所
に
あ
て
、
三
階
を
事
務
所
と
し
て
開
館
の
予
定
」
と
す
る

一
九
四
四
年
五
月
末
の
予
告
記
事
に
依
拠
す
れ
ば
、
一
階
に
加
え
二
階
も
展
示
場
と

す
べ
く
、
こ
の
時
点
で
予
定
き
れ
た
同
年
七
月
末
の
開
館
を
め
ざ
し
て
準
備
を
進
め

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
結
果
的
に
お
よ
そ
一
○
ヶ
月
の
休
館
を
要
し
た

こ
の
展
示
替
の
内
容
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

先
の
経
過
で
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
大
経
路
展
示
場
は
粁
余
曲
折
を
経
て
オ
ー
プ

ン
し
た
が
、
次
の
よ
う
な
変
則
性
を
と
も
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

二
大
経
路
展
示
場
の
変
則
性

Ｈ
立
地
の
変
則
性

一
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そ
し
て
第
二
に
、
展
示
場
が
借
家
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
裕
昌
源
ビ
ル
は
博
物
館

の
機
能
か
ら
帰
納
し
て
設
計
・
建
築
さ
れ
た
建
物
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
そ
こ
で
の

展
示
は
変
則
を
免
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
仮
に
、
当
時
の
日
本
の
博
物
館
建
築
に
求

め
ら
れ
て
い
た
耐
火
建
築
と
い
う
課
題
を
満
た
し
て
い
た
と
し
て
も
で
あ
る
。

例
え
ば
、
大
経
路
展
示
場
が
オ
ー
プ
ン
す
る
一
年
前
に
、
副
館
長
の
藤
山
一
雄
は

次
の
よ
う
な
抱
負
を
述
べ
て
い
た
。

中
央
博
物
館
は
如
上
の
理
由
か
ら
、
そ
の
「
成
人
教
育
」
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
主
力
を
少
年
の
科
学
教
育
に
注
ぎ
、
そ
の
列
品
の
配
置
、
等
の
如
き
も
小
学

校
五
六
年
生
程
度
に
水
準
を
低
下
し
、
ジ
オ
ラ
マ
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
科

学
の
歴
史
的
祖
述
に
重
き
を
置
き
、
法
則
の
発
見
、
機
械
の
発
明
等
が
如
何
な

る
経
路
に
よ
り
招
来
さ
れ
た
か
、
そ
の
人
文
と
の
交
渉
意
義
、
及
価
値
を
閏
明

↑
し
、
（
略
）
努
力
す
れ
ば
あ
る
水
準
ま
で
の
科
学
意
識
の
向
上
、
そ
の
生
活
化

を
具
現
し
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
信
ず
る
。

こ
こ
で
言
う
「
主
力
を
少
年
の
科
学
教
育
に
注
ぎ
」
、
水
準
を
「
小
学
校
五
六
年

博
物
館
関
係
者
に
と
っ
て
は
、
大
経
路
展
示
場
の
立
地
が
日
本
人
利
用
者
の
動
員
に

困
難
を
来
た
す
有
力
な
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

す
で
に
別
稿
で
概
観
し
た
国
立
中
央
博
物
館
の
「
博
物
館
エ
キ
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
」
は
、

欧
米
の
博
物
館
活
動
や
社
会
活
動
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
大

経
路
展
示
場
の
立
地
問
題
を
背
景
に
、
積
極
的
に
街
頭
へ
進
出
し
な
け
れ
ば
日
本
人

利
用
者
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
現
実
的
な
要
請
に
も
支
持
き
れ
て
い
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

口
建
物
の
変
則
性

生
程
度
に
」
す
る
と
は
、
現
在
の
博
物
館
界
で
取
り
ざ
た
さ
れ
る
〈
親
切
で
わ
か
り

や
す
い
展
示
〉
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
明
治
以
来
の
日
本
の
初
等

教
育
が
科
学
教
育
を
お
ざ
な
り
に
し
て
き
た
こ
と
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ジ
オ
ラ
マ
の
使
用
、
科
学
史
的
シ
ナ
リ
オ
な
ど

が
掲
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
経
路
展
示
場
の
実
際
は
、
地
質
時
代
絵
巻

（
紙
芝
居
）
や
、
「
マ
ン
モ
ー
ス
の
化
石
頭
部
及
び
ウ
ス
リ
ー
産
大
虎
が
子
供
達
を
悦

８

ば
せ
」
た
と
い
う
動
物
部
導
入
の
大
型
資
料
展
示
な
ど
に
そ
の
配
慮
の
跡
は
感
じ
ら

れ
る
も
の
の
、
確
認
で
き
る
明
ら
か
な
ジ
オ
ラ
マ
は
一
点
し
か
な
く
、
こ
の
方
法
を

十
全
に
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
次
の
藤
山
の
反
省
が
、
こ
の
事
態
を
端

的
に
物
語
っ
て
い
る
（
二
三
八
頁
）
・

尚
小
面
積
内
に
展
示
を
余
儀
な
く
ざ
れ
系
統
あ
る
陳
列
方
法
も
不
可
能
、
勢
ひ

散
列
展
示
に
陥
り
、
ま
た
ヂ
オ
ラ
マ
式
展
示
も
自
然
科
学
標
品
の
性
質
よ
り
し

て
、
こ
れ
を
充
分
利
用
せ
ね
ば
な
ら
な
い
に
拘
ら
ず
、
二
三
の
も
の
を
除
き
、

（
●
）

ウ
オ
ー
ル
・
ケ
ー
ス
或
は
セ
ン
タ
ー
、
ケ
ー
ス
内
に
集
団
陳
列
を
余
儀
な
く
き

れ
た
こ
と
は
遺
憾
こ
の
上
も
な
い
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
建
物
の
変
則
性
と
は
狭
院
性
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
ざ

ら
に
繁
茂
な
展
示
替
を
も
た
ら
し
た
。
大
経
路
展
示
場
は
約
五
年
間
存
続
し
た
が
、

こ
の
期
間
中
に
大
規
模
な
展
示
替
が
二
度
お
こ
な
わ
れ
、
小
規
模
な
も
の
も
含
め
る

と
相
当
な
頻
度
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
は
、
当
初
よ
り
「
な
る
た
け
支
障
な

９

き
限
り
時
機
を
見
て
随
時
陳
列
替
を
行
ひ
、
展
示
の
変
化
と
清
新
を
期
す
」
と
表
明

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
対
応
す
る
が
、
要
は
施
設
の
狭
院
性
に
由
来
す
る
展
示
の
ス

ク
ラ
ッ
プ
．
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
度
目
の
展
示
替
の
「
植

物
室
」
も
、
裕
昌
源
ビ
ル
一
階
に
は
新
規
に
部
屋
が
設
け
ら
れ
る
構
造
的
条
件
が
備

一
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そ
も
そ
も
大
経
路
展
示
場
が
こ
う
し
た
事
態
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
は
、
日
中
戦
争
下
の
満
洲
国
の
政
治
・
経
済
情
勢
を
背
景
に
し
て
い
た
た
め
で
あ

る
。
一
方
で
国
立
中
央
博
物
館
は
、
新
京
の
都
市
計
画
で
文
教
地
区
と
き
れ
た
建
国

広
場
に
面
す
る
場
所
に
敷
地
を
確
保
し
本
庁
舎
建
設
を
予
定
し
て
い
た
が
、
戦
時
体

制
下
の
都
市
計
画
実
現
の
挫
折
と
相
俟
っ
て
つ
い
に
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

展
示
場
の
立
地
と
建
物
の
変
則
性
は
、
そ
う
し
た
情
勢
下
で
の
選
択
だ
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
な
お
細
部
に
及
べ
ば
、
同
様
の
事
情
は
ケ
ー
ス
製
作
に
際
し
て
も
現
れ
て
い

た
。
す
な
わ
ち
ス
チ
ー
ル
の
配
給
の
困
難
で
あ
り
、
特
に
ガ
ラ
ス
の
輸
入
を
拒
ま
れ

た
際
に
は
、
そ
の
前
年
に
商
工
省
次
官
と
な
っ
て
帰
日
し
て
い
た
岸
信
介
の
助
力
を

得
な
け
れ
ば
輸
入
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
と
言
う
。
ざ
ら
に
、
経
費
も
予
算
額
の
二

倍
を
要
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
コ
ー
ナ
ー
展
示
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
経

路
展
示
場
は
、
さ
し
ず
め
特
別
展
示
的
常
設
展
示
の
観
が
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ

ろ
易
ノ
。

建
物
の
変
則
性
は
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
特
別
展
示
の
た
め
の
部
屋
を
持
っ
て
い
な
い

こ
と
を
も
意
味
し
た
。
国
立
中
央
博
物
館
が
新
京
特
別
市
内
で
開
催
し
た
特
別
展
示

と
し
て
は
、
「
シ
ベ
リ
ア
展
覧
会
」
（
一
九
三
九
年
七
月
一
’
五
日
）
、
「
日
本
紀
元
二

六
○
○
年
慶
祝
飛
鳥
奈
良
文
化
展
覧
会
」
（
一
九
四
○
年
四
月
二
五
日
’
五
月
二
且

が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
三
中
井
百
貨
店
、
敷
島
高
等
女
学
校
体
育
館
と
い
っ
た
他

施
設
を
利
用
し
て
い
た
。
こ
れ
も
、
借
家
、
す
な
わ
ち
固
有
の
博
物
館
建
築
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
帰
結
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

日
政
治
・
経
済
情
勢
の
変
則
性

満
洲
国
の
政
治
・
経
済
情
勢
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
国
立
中
央
博
物
館
を
悩
ま
せ

続
け
た
が
、
同
時
に
そ
れ
が
大
経
路
展
示
場
の
展
示
の
根
拠
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
展
示
内
容
は
五
つ
の
分
野
か
ら
な
り
立
っ
て
い
た
が
、
「
多

少
国
策
に
順
応
す
る
意
図
」
か
ら
「
重
点
を
鉱
物
、
地
質
に
置
い
」
て
い
た
と
言
う

（
一
六
九
頁
）
。
し
か
し
こ
れ
は
、
現
実
的
に
は
地
質
学
を
専
攻
し
て
い
た
遠
藤
隆
次
、

野
田
光
雄
ら
学
芸
官
の
そ
れ
ま
で
の
成
果
に
負
っ
た
選
択
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

彼
ら
の
研
究
そ
れ
自
身
が
、
資
源
開
発
と
い
う
国
策
と
無
縁
で
な
か
っ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
一
度
目
の
展
示
替
で
「
植
物
室
」
が
設
け
ら
れ
、
菌
類

が
展
示
さ
れ
た
こ
と
に
も
同
様
の
事
情
を
看
取
で
き
る
。
『
満
洲
新
聞
』
に
掲
げ
ら

れ
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
展
示
替
で
学
芸
官
小
林
義
雄
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
く
、

菌
類
を
専
攻
し
て
い
た
小
林
が
一
九
四
一
年
に
赴
任
し
た
が
故
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
社
会
的
条
件
と
は
、
戦
時
下
に
お
け
る
資
源
活
用
と

い
う
テ
ー
マ
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
繁
茂
な
展
示
替
は
、
単
に
展
示
場
の
狭
隙
性
に
よ
る
の
み
な
ら
ず
、
戦

争
に
よ
っ
て
高
度
成
長
を
遂
げ
て
い
た
科
学
を
反
映
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
国
立
中
央
博
物
館
の
友
の
会
的
組
織
で
あ
る
満
洲
科
学
同
好
会
は
、
時
事
に
即

応
す
る
テ
ー
マ
で
例
会
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
連
動
し
て
展
示
替
を
し
た

「
十
五
年
戦
争
」
総
体
の
原
因
に
位
置
す
る
満
洲
国
は
、
国
立
中
央
博
物
館
を
、

そ
し
て
大
経
路
展
示
場
を
産
み
出
し
た
わ
け
だ
が
、
皮
肉
に
も
そ
の
戦
争
に
よ
っ
て

自
ら
が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
パ
ラ
ド
ク
ス
に
生
来
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
大
経
路
展
示
場
の
一
般
性

八



こ
の
よ
う
な
国
策
に
対
応
し
た
博
物
館
展
示
の
成
立
は
、
ひ
と
り
大
経
路
展
示
場

に
限
ら
れ
た
こ
と
で
な
く
、
こ
の
時
代
の
一
般
的
な
現
象
で
あ
っ
た
。
類
例
は
枚
挙

に
暇
が
な
い
が
、
満
洲
国
で
は
、
新
京
動
植
物
園
の
う
ち
で
最
も
整
備
が
遅
れ
た
植

田

物
園
部
門
に
お
い
て
薬
草
園
だ
け
は
設
け
ら
れ
て
、
資
源
問
題
を
反
映
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
単
に
「
国
策
に
順
応
す
る
」
と
い
う
没
主
体
的
な
現
象
で
は
な

く
、
科
学
立
国
あ
る
い
は
博
物
館
立
国
を
セ
ー
ル
ス
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
国
家
の

承
認
を
得
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
ら
の
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
安
定
と
拡
大
を

実
現
し
よ
う
と
し
た
科
学
者
や
博
物
館
関
係
者
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
も
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
〈
戦
争
責
任
〉
と
し
て
指
弾
さ
れ
る
現
象
だ
が
、
例

⑪

え
ば
、
廣
重
徹
が
そ
の
本
質
を
看
破
し
た
よ
う
に
文
部
省
科
学
研
究
費
と
科
学
者
と

の
関
係
は
、
こ
の
構
造
の
基
本
的
な
不
変
を
教
え
て
い
る
。
大
経
路
展
示
場
の
展
示

内
容
の
編
制
を
、
近
代
に
お
け
る
国
家
と
科
学
、
国
家
と
博
物
館
と
い
う
観
点
か
ら

見
た
場
合
、
そ
れ
は
ご
く
一
般
的
な
姿
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
「
満
洲
産
人
体
寄
生
虫
」
展
示

で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
四
○
年
三
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
○
回
例
会
に
お
け

る
浅
田
順
一
（
厚
生
研
究
所
）
の
講
演
「
人
体
の
寄
生
虫
に
就
て
」
と
映
画
「
回
虫

と
人
生
」
の
上
映
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
応
し
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
「
ペ
ス

ト
を
媒
介
す
る
鼠
類
」
展
示
で
、
一
九
四
一
年
一
月
二
四
日
開
催
の
第
一
七
回
例
会

に
お
け
る
阿
部
俊
男
（
衛
生
技
術
廠
）
の
講
演
「
ペ
ス
ト
の
話
」
と
ペ
ス
ト
関
係
資

料
展
示
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
応
関
係
が
見
ら
れ
る
。

満
洲
国
は
多
民
族
国
家
で
あ
っ
た
た
め
、
大
経
路
展
示
場
も
こ
れ
を
前
提
と
し
て

い
た
。
民
族
に
よ
っ
て
展
示
場
の
利
用
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
基
本
的
に
な
か
っ
た

よ
う
だ
が
、
各
民
族
に
対
し
て
博
物
館
側
か
ら
働
き
か
け
る
内
容
は
異
な
っ
て
い
た
。

現
在
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
日
本
人
（
お
も
に
日
本
族
）
と
中
国
人
（
お
も
に

漢
族
と
満
洲
族
）
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

ま
ず
日
本
人
に
対
し
て
は
、
五
族
協
和
の
指
導
民
族
と
し
て
、
博
物
館
の
内
容
で

あ
る
科
学
的
価
値
を
摂
取
し
、
科
学
の
生
活
化
の
担
い
手
た
ら
ん
こ
と
を
求
め
た
。

そ
し
て
、
中
国
人
に
は
次
の
よ
う
な
働
き
か
け
と
な
っ
た
（
二
三
八
頁
）
・

更
に
（
展
示
場
は
ｌ
引
用
者
注
）
大
経
路
の
如
き
満
人
街
の
中
心
に
あ
る
た
め
、

特
に
清
掃
を
厳
重
に
し
、
場
内
の
喫
煙
も
禁
示
し
て
、
入
場
者
に
ま
づ
、
非
常

に
清
潔
で
あ
る
と
い
ふ
感
を
懐
か
せ
る
よ
う
努
力
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
も
博
物
館

が
特
に
満
系
市
民
に
対
す
る
生
活
指
導
の
一
示
唆
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
日
本
の
博
物
館
は
、
ご
く
一
部
あ
る
い
は
ご
く
最
近
を
除
き
、
在
日
外

国
人
や
国
内
少
数
民
族
と
い
っ
た
観
光
客
以
外
の
異
民
族
を
、
そ
の
調
査
・
研
究
・

展
示
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
は
積
極
的
で
も
、
利
用
者
と
し
て
対
象
化
す
る
こ
と
を

せ
ず
、
こ
の
こ
と
に
関
し
ほ
ぼ
思
考
停
止
し
て
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
こ
う
し
た
日

こ
の
よ
う
な
変
則
性
と
一
般
性
と
を
兼
ね
備
え
た
大
経
路
展
示
場
に
は
、
さ
ら
に

注
目
で
き
る
い
く
つ
か
の
特
質
が
見
ら
れ
る
。

四
大
経
路
展
示
場
の
特
質

Ｈ
博
物
館
の
国
際
化

一

八
一

一

一



本
博
物
館
発
達
史
の
中
で
見
た
と
き
大
経
路
展
示
場
の
異
質
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
る

が
、
仮
に
こ
れ
が
、
日
本
と
満
洲
国
の
国
民
構
成
の
違
い
に
由
来
す
る
事
態
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
単
に
外
国
文
物
の
展
示
や
外
国
語
表
記
、
観
光
外
客
の
誘
致
と
い
う

設
定
で
は
収
ま
り
き
ら
な
い
博
物
館
の
国
際
化
が
大
経
路
展
示
場
で
試
き
れ
て
い
た

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
の
日
本
の
博
物
館
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
国

際
化
問
題
は
、
こ
こ
に
直
前
の
経
験
と
前
史
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

大
経
路
展
示
場
が
教
え
て
い
る
の
は
、
日
本
人
と
中
国
人
を
差
異
化
し
て
、
未
熟
な

が
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
内
容
と
学
習
方
法
を
設
定
し
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
踏
み

３

込
ん
で
言
え
ば
、
伊
藤
寿
朗
の
言
う
「
場
と
階
段
づ
く
り
」
の
志
向
が
、
民
族
を
横

断
す
る
こ
の
場
面
で
存
在
し
て
い
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
当
否
に

及
べ
ば
、
展
示
場
に
お
け
る
中
国
人
の
学
習
内
容
・
方
法
が
、
あ
く
ま
で
日
本
人
が

考
え
た
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
、
つ
ま
り
そ
の
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
に
決

定
的
な
陥
孔
が
あ
っ
た
。
満
洲
国
の
崩
壊
に
際
し
て
、
大
経
路
展
示
場
が
破
壊
さ
れ

奉
天
分
館
が
存
続
し
た
事
実
に
は
、
国
立
中
央
博
物
館
自
然
科
学
部
長
だ
っ
た
遠
藤

３

隆
次
が
反
省
し
た
中
国
人
学
芸
官
の
存
否
と
い
う
表
面
的
理
由
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

博
物
館
の
思
想
と
実
践
に
お
け
る
国
際
性
の
問
題
が
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
現
れ
て
い

’４

る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

な
お
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
付
言
す
る
と
、
「
最
近
、
タ
イ
の
ア
ユ
タ
ヤ
に
コ
ン

セ
プ
ト
作
り
か
ら
建
築
、
展
示
施
工
そ
の
他
す
べ
て
に
日
本
が
援
助
し
て
中
規
模
の

歴
史
資
料
館
が
誕
生
し
た
。
現
地
の
日
本
人
会
や
民
間
か
ら
の
経
済
協
力
が
先
行
し

て
政
府
援
助
が
実
現
し
た
き
わ
め
て
稀
な
例
」
と
し
て
、
既
存
の
政
府
援
助
の
硬
直

的
手
法
に
よ
ら
な
い
博
物
館
の
国
際
「
援
助
」
の
有
効
性
が
説
か
れ
た
こ
と
が
あ
っ

３た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
大
経
路
展
示
場
の
経
験
を
抹
殺
し
て
き
た
戦
後
日
本
博
物

そ
し
て
、
日
本
人
に
よ
っ
て
中
国
人
に
与
え
ら
れ
た
大
経
路
展
示
場
で
の
学
習
テ

０

‐
マ
と
は
衛
生
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
、
例
え
ば
博
物
館
が
衛
生
展
示
を
催

す
と
い
う
よ
う
な
、
衛
生
内
容
の
具
体
的
啓
蒙
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
博
物
館
と
い

う
施
設
の
形
式
そ
れ
自
体
が
衛
生
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
中
国
人
に
示
さ
れ
て
い

る
に
過
ぎ
ず
、
無
策
と
も
言
え
る
し
素
朴
で
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
先
述
し
た
寄
生

虫
や
ペ
ス
ト
の
展
示
の
よ
う
に
、
後
の
展
示
替
で
は
内
容
の
領
域
に
も
踏
み
込
ん
で

は
い
る
が
、
こ
れ
す
ら
も
教
育
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
言
う
よ
り
は
学
術
的
色
彩
が
濃

か
っ
た
印
象
を
受
け
る
。

あ
る
い
は
、
こ
こ
に
は
、
衛
生
問
題
を
め
ぐ
る
博
物
館
の
変
化
が
現
れ
て
い
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
一
九
四
○
年
代
前
半
の
内
地
で
の
衛
生
展
示
は
、
赤
十

字
博
物
館
で
は
ま
だ
活
発
だ
っ
た
が
、
東
京
科
学
博
物
館
で
は
激
減
し
て
お
り
、
そ

の
消
滅
が
戦
後
だ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
大
経
路
展
示
場
も
す
で
に
こ
の
コ
ー

ス
に
則
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
仮
に
今
こ
れ
を
、
〈
衛
生
展
示
か
ら

科
学
展
示
へ
〉
と
要
約
し
て
、
日
本
お
よ
び
日
本
人
が
資
本
主
義
的
近
代
化
の
過
程

で
直
面
し
て
き
た
社
会
的
課
題
の
変
遷
の
博
物
館
的
反
映
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る

な
ら
ば
、
す
で
に
展
示
と
し
て
で
は
な
く
示
唆
に
と
ど
ま
っ
た
大
経
路
展
示
場
で
の

衛
生
啓
蒙
の
あ
り
よ
う
に
は
、
残
存
形
態
と
い
う
評
価
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
が
残
存
し
た
の
は
、
当
時
の
日
本
人
が
中
国
人
社
会
を
非
衛
生
と
認

め
、
自
ら
の
た
ど
っ
た
コ
ー
ス
を
適
用
し
よ
う
と
し
た
、
同
じ
く
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ

館
学
の
病
巣
が
、
見
事
な
ま
で
に
愚
直
か
つ
象
徴
的
に
現
れ
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
る
。

口
衛
生
啓
蒙
の
変
化

一
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さ
て
第
三
は
、
博
物
館
疲
労
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
点
で
あ
る
。
藤
山
一
雄
は
、

「
入
口
に
於
け
る
入
場
者
の
健
康
状
態
を
出
口
ま
で
維
持
し
、
最
も
有
効
に
、
明
朗

愉
快
に
観
覧
し
得
、
そ
の
宿
題
を
解
決
し
、
或
は
疑
問
を
生
じ
他
日
の
解
決
に
委
し
、

健
康
に
て
退
場
す
る
こ
と
が
最
も
必
要
」
（
二
三
五
頁
）
と
主
張
し
、
こ
の
場
合
の

所
要
時
間
を
約
二
時
間
位
と
し
て
い
た
。
こ
の
主
旨
は
、
藤
山
の
博
物
館
関
係
著
作

に
繰
り
返
し
現
れ
る
た
め
彼
の
博
物
館
論
の
核
心
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
か
か
る
博
物

館
疲
労
に
関
す
る
言
及
は
当
時
で
は
稀
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
棚
橋
源
太
郎

は
、
「
陳
列
品
の
分
量
が
多
き
に
過
ぎ
る
こ
と
」
を
掲
げ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
注
意刀

が
散
漫
し
、
主
眼
点
の
捕
促
に
苦
し
み
、
一
種
の
不
快
を
感
ず
る
」
と
し
て
い
た
が
、

こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
学
習
上
の
弊
害
と
し
て
機
能
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
藤
山
は
、
「
大
き
な
博
物
館
に
入
る
と
不
思
議
な
心
理
が
働
き
、
な
ん
で
も

一
応
は
凡
て
の
も
の
を
観
よ
う
と
い
ふ
慾
望
に
駆
ら
れ
、
途
中
で
焦
燥
、
疲
労
、
困

値
し
、
す
っ
か
り
健
康
を
害
す
る
こ
と
が
あ
り
が
ち
」
（
一
六
八
頁
）
と
し
て
、
観

覧
者
の
心
理
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
た
。
い
わ
ば
博
物
館
の
機
能
以
前
の
問
題

と
し
て
と
ら
え
て
い
た
形
跡
が
あ
る
の
で
あ
る
。
特
注
ケ
ー
ス
や
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
な

ど
の
意
匠
に
も
、
こ
の
考
え
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
変
則
性
の

中
で
結
果
し
た
大
経
路
展
示
場
に
対
し
て
、
怪
我
の
功
名
的
な
意
味
あ
い
を
込
め
な

が
ら
、
藤
山
は
こ
れ
を
理
想
的
な
も
の
と
評
価
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ざ
ら
に
、
こ
の
問
題
も
見
方
を
変
え
れ
ば
、
前
記
の
衛
生
思
想
を
構
成
す
る
一
部

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
衛
生
思
想
を
啓
蒙
す
る
博
物
館
そ
の

ズ
ム
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

日
博
物
館
疲
労
の
主
題
化

日
本
人
に
と
り
、
一
九
四
○
年
代
前
半
と
い
う
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
最
末
期

に
登
場
し
た
国
立
中
央
博
物
館
の
大
経
路
展
示
場
は
、
自
然
・
理
工
科
学
系
博
物
館

と
し
て
は
、
同
じ
官
立
の
東
京
科
学
博
物
館
や
、
植
民
地
朝
鮮
に
存
し
た
恩
賜
記
念

科
学
館
な
ど
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
開
始
は
圧
倒
的
に
遅
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
時
代
拘
束
性
故
の
様
々
な
変
則
性
が
大
経
路
展
示
場
を
規
定
し
、
他
館
に
比
し

て
の
劣
勢
を
強
い
た
。
し
か
し
、
後
発
で
あ
っ
た
が
故
の
進
取
性
も
そ
の
課
題
意
識

も
の
の
衛
生
へ
の
問
い
か
け
で
あ
る
。
利
用
者
に
対
す
る
衛
生
啓
蒙
を
〈
外
な
る
衛

生
〉
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
く
内
な
る
衛
生
〉
と
な
る
。
な
お
、
博
物
館
疲
労
に
関
連

し
て
、
近
年
、
「
一
般
に
展
示
観
覧
見
学
の
実
質
時
間
は
釦
Ｉ
妬
分
程
度
が
大
半
と

３

考
え
て
よ
く
、
長
く
て
も
１
時
間
弱
と
考
え
て
よ
い
」
と
す
る
野
村
東
太
の
調
査
成

果
が
あ
る
が
、
藤
山
の
示
し
た
時
間
の
半
分
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
半
世
紀
の
間
に

日
本
人
の
時
間
感
覚
が
変
化
し
た
と
見
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
向
後
の
検
討
が
必

要
だ
が
、
ざ
ら
に
「
従
来
の
展
示
品
数
は
一
般
に
多
過
ぎ
る
傾
向
に
あ
り
、
学
芸
員

が
テ
ー
マ
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
決
め
る
と
、
つ
い
、
あ
れ
も
入
れ
た
い
、
こ
れ
も
必
要

と
な
っ
て
、
展
示
品
が
増
え
す
ぎ
る
傾
向
に
あ
る
。
展
示
を
見
る
の
も
、
理
解
す
る

の
も
、
理
解
し
た
知
見
を
生
か
す
の
も
、
全
て
選
択
権
は
１
時
間
程
度
以
下
し
か
い

９

な
い
来
館
者
側
に
あ
る
こ
と
を
、
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
言
う
野
村
の
苦
言
に
即

せ
ば
、
博
物
館
疲
労
の
問
題
は
現
在
も
根
本
的
に
解
決
さ
れ
て
お
ら
ず
、
博
物
館
展

示
は
不
衛
生
の
ま
ま
、
そ
の
考
え
方
に
お
い
て
は
大
経
路
展
示
場
以
前
な
の
か
も
知

れ
な
い
。

ま
と
め
に
か
え
て

一
八
五



と
実
践
の
中
に
は
立
ち
現
れ
て
い
た
。
本
稿
は
そ
の
要
点
を
示
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、

展
示
内
容
に
ざ
ら
に
立
ち
入
っ
て
お
こ
な
う
べ
き
、
い
わ
ば
個
別
分
科
学
面
で
の
特

質
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
証
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
一
九
九
四
年
一
二
月
二
四
日
）

註
①
戦
後
、
関
係
者
が
国
立
中
央
博
物
館
を
概
説
し
た
も
の
と
し
て
は
、
「
博
物
館
」
（
満

洲
国
史
編
纂
刊
行
会
編
『
満
洲
国
史
』
各
論
、
財
団
法
人
満
蒙
同
胞
援
護
会
、
一
九
七

一
年
）
一
二
八
’
二
二
二
頁
が
あ
る
。
ま
た
、
同
館
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、

原
山
煙
「
『
満
洲
国
』
国
立
中
央
博
物
館
の
諸
活
動
（
一
）
ｌ
定
期
刊
行
物
に
つ
い
て

ｌ
」
（
『
四
天
王
寺
女
子
大
学
紀
要
』
第
一
三
号
、
一
九
八
一
年
）
一
五
八
’
一
七
○
頁
、

同
弓
満
洲
国
』
国
立
中
央
博
物
館
の
諸
活
動
三
）
」
（
『
Ｉ
Ｂ
Ｕ
四
天
王
寺
国
際
仏
教

大
学
文
学
部
紀
要
』
第
一
四
号
、
一
九
八
二
年
）
一
三
四
’
一
四
六
頁
が
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
同
館
の
活
動
に
対
す
る
分
析
・
評
価
の
志
向
の
萌
芽
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

書
誌
学
的
な
拘
束
か
ら
自
由
で
は
な
く
、
博
物
館
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
未
組
織
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
藤
山
一
雄
『
新
博
物
館
態
勢
』
（
東
方
国
民
文
庫
第
二
三
編
、
一
九
四

○
年
）
が
、
伊
藤
寿
朗
監
修
『
博
物
館
基
本
文
献
集
』
第
四
巻
（
大
空
社
、
一
九
九
○

年
）
に
復
刻
収
録
さ
れ
た
の
に
際
し
て
、
後
藤
和
民
「
第
四
巻
『
新
博
物
館
態
勢
』
解

説
」
（
伊
藤
寿
朗
監
修
『
博
物
館
基
本
文
献
集
』
別
巻
、
大
空
社
、
一
九
九
一
年
）
一

五
九
’
一
六
八
頁
が
な
き
れ
た
が
、
誤
謬
に
満
ち
た
解
説
と
な
っ
て
い
る
。

②
犬
塚
康
博
「
博
物
館
史
は
ど
う
読
ま
れ
て
は
な
ら
な
い
か
ｌ
『
博
物
館
基
本
文
献
集
』

の
書
評
に
か
え
て
ｌ
」
（
『
博
物
館
問
題
研
究
』
伽
二
三
、
一
九
九
三
年
）
一
九
’
二

四
頁
、
同
「
満
洲
国
国
立
中
央
博
物
館
と
そ
の
教
育
活
動
」
（
『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究

紀
要
』
第
一
六
巻
、
一
九
九
三
年
）
二
’
五
○
頁
、
同
「
藤
山
一
雄
と
満
洲
国
の

民
俗
博
物
館
」
（
『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
一
七
巻
、
一
九
九
四
年
）
七
五

’
九
六
頁
、
同
「
新
京
の
博
物
館
」
（
『
「
満
洲
国
」
教
育
史
研
究
』
第
二
号
、
一
九
九

四
年
）
三
○
’
四
五
頁
、
同
「
藤
山
一
雄
の
学
芸
員
観
」
（
『
博
物
館
問
題
研
究
』
伽

二
四
、
投
稿
中
）
・

側
大
経
路
展
示
場
に
関
す
る
事
実
記
載
は
、
藤
山
一
雄
『
新
博
物
館
態
勢
』
（
前
掲
註
二

に
基
づ
い
た
。
註
の
な
い
引
用
は
こ
こ
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
本
文
中
に
括
弧
書
き
で

出
典
頁
を
記
し
た
。
必
要
に
応
じ
て
用
い
た
そ
の
他
の
引
用
に
は
註
を
付
し
た
。
な
お
、

引
用
文
は
、
旧
字
体
の
新
字
体
へ
の
改
変
と
新
聞
記
事
の
ル
ビ
の
省
略
に
と
ど
め
、
か

な
づ
か
い
、
促
音
便
、
句
読
点
、
地
名
、
誤
脱
字
の
表
記
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
ま

た
、
年
号
表
記
は
西
暦
年
を
使
用
し
、
人
物
敬
称
は
省
略
し
た
。

側
例
え
ば
、
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
病
理
学
教
室
よ
り
譲
渡
さ
れ
た
人
骨
模
型
が
、
一

九
四
一
年
五
月
上
旬
以
降
、
大
経
路
展
示
場
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
「
古
代
人
骨
摸
型
」

（
『
満
洲
グ
ラ
フ
』
第
九
巻
第
六
号
、
一
九
四
一
年
）
三
○
頁
に
よ
る
。

⑤
「
科
学
満
洲
の
誇
り
。
新
装
中
央
博
物
館
再
開
館
」
（
『
満
洲
新
聞
』
第
一
○
四
五
九
号
、

一
九
四
二
年
三
月
二
日
付
）
三
面
。

⑥
「
中
央
博
物
館
の
拡
充
」
（
『
博
物
館
研
究
』
第
一
七
巻
第
五
号
、
一
九
四
四
年
）
七

’
八
頁
。

い
藤
山
一
雄
「
博
物
館
運
動
の
方
向
」
（
『
北
窓
』
第
一
巻
第
二
号
、
一
九
三
九
年
）
二

○
’
一
二
頁
。

⑧
藤
山
一
雄
「
満
洲
国
立
中
央
博
物
館
態
勢
」
（
『
博
物
館
研
究
』
第
一
七
巻
第
四
号
、

一
九
四
四
年
）
三
頁
。

⑨
藤
山
一
雄
「
序
」
（
木
場
一
夫
編
『
国
立
中
央
博
物
館
大
経
路
展
示
場
第
１
次
列
品

目
録
』
国
立
中
央
博
物
館
、
一
九
四
○
年
）
。

⑩
佐
藤
昌
『
満
洲
造
園
史
』
財
団
法
人
日
本
造
園
修
景
協
会
、
一
九
八
五
年
、
九
○

一
八
六



⑱
野
村
東
太
「
博
物
館
建
築
の
計
画
と
設
計
（
Ⅳ
）
ｌ
展
示
空
間
の
計
画
ｌ
」
（
『
設

計
資
料
』
肥
建
築
編
、
一
九
九
二
年
）
五
五
頁
。

⑲
同
前
。

を
参
考
に
し
た
。

伽
棚
橋
源
太
郎

(10 ⑬
森
田
恒
之
「
い
ま
博
物
館
は
」
（
『
月
刊
社
会
教
育
』
伽
四
五
六
、
一
九
九
四
年
）
一

三
頁
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
犬
塚
康
博
『
博
物
館
問
題
は
、
ど
う
扱
わ
れ
て
は
な

ら
な
い
か
ｌ
森
田
恒
之
「
い
ま
博
物
館
は
」
に
関
す
る
覚
え
書
き
１
Ｊ
一
九
九
四
年

Ｍ
む
し
ろ
、
一
国
主
義
的
に
展
開
し
た
日
本
の
博
物
館
こ
そ
が
、
人
類
史
・
世
界
史
的

に
見
れ
ば
特
殊
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
詳
細
な
批
判
的
分
析
が
必
要

(13 (13
’
九
三
頁
。

伽
廣
重
徹
昇

一
九
七
三
年
、 『科

九
頁
。

と
考
え
て
い
る
。

で
批
判
を
試
み
た
。

七
頁
。

一
五
三
頁
。

衛
生
思
想
に
つ
い
て
は
、
田
中
聡
『
衛
生
展
覧
会
の
欲
望
』
青
弓
社
、
一
九
九
四
年

遠
藤
隆
次
『
原
人
発
掘
’
一
古
生
物
学
者
の
満
州
妬
年
』
春
秋
社
、
一
九
六
五
年
、

伊
藤
寿
朗
「
地
域
博
物
館
の
思
考
」
（
『
歴
史
評
論
』
Ⅲ
四
八
三
、
一
九
九
○
年
）
一

学
の
社
会
史

一
五
五
頁
。

『
眼
に
訴
へ
る
教
育
機
関
』
［
復
刻
］
、
大
空
社
、
一
九
九
○
年
、
二
九

近
代
日
本
の
科
学
体
制
』
自
然
選
書
、
中
央
公
論
社
、

一
八
七




